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山
さ
ん
は
退
職
後
、
１
年
間
の
社
会
人

対
象
セ
カ
ン
ド
ス
テ
ー
ジ
大
学
を
受
講

の
際
、
佐
野
か
る
た
に
詠
ま
れ
て
い
る
が
、
ほ
と

ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
上
羽
田
町
龍り

ゅ
う
こ
う
い
ん

江
院
所
蔵

の
カ
テ
キ
像(

国
重
要
文
化
財
・
木
造
エ
ラ
ス
ム

ス
立
像)

を
研
究
テ
ー
マ
に
し
ま
し
た
。
調
べ
て

い
く
う
ち
に
、
こ
の
像
は
オ
ラ
ン
ダ
の
著
名
な
哲

学
者
エ
ラ
ス
ム
ス
の
木
像
と
知
り
、
４
０
０
年
を

超
え
る
壮
大
な
歴
史
ロ
マ
ン
と
多
く
の
謎
に
引

き
込
ま
れ
て
い
き
ま
し
た
。

　

一
人
で
始
め
た
研
究
で
し
た
が
、
３
年
前
に
龍

江
院
を
訪
れ
た
大
学
の
先
生
た
ち
と
の
出
会
い

に
よ
り
専
門
的
な
分
野
で
の
共
同
研
究
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。
こ
の
間
、
エ
ラ
ス

ム
ス
を
紹
介
す
る
資
料
や
解
説
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
作
成
、

資
料
館
の
開
設
、
講
座
の
開
催
な
ど
の
活
動
を
10

余
年
続
け
て
い
ま
す
。
こ
の
像
は
関
ヶ
原
の
戦
い

の
半
年
前
に
来
着
し
た
オ
ラ
ン
ダ
船
リ
ー
フ
デ

号
の
船
尾
像
で
、
現
在
は
、
東
京
国
立
博
物
館
に

寄
託
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
今
春
の
吉
澤
記
念
美
術

館
の
特
別
展
で
１
０
０
年
ぶ
り
の
里
帰
り
が
実

現
し
ま
し
た
。
本
物
の
エ
ラ
ス
ム
ス
立
像
の
観
覧

に
よ
り
多
く
の
方
々
に
感
動
を
与
え
た
こ
と
と

思
い
ま
す
。

　

道
山
さ
ん
は
、
会
期
中
の
２
月
、
全
国
の
「
三

浦
按あ

ん
じ
ん針

が
つ
な
ぐ
友
好
団
体
と
の
交
流
会
」
を

佐
野
で
開
催
し
、
ま
た
と
な
い
好
機
に
な
っ
た

と
振
り
返
っ
て
い
ま
す
。

　

５
月
に
は
、
大
阪
万
博
関
連
事
業
と
し
て
開

催
さ
れ
た
「
日
蘭
交
流
４
２
５
周
年
・
大
坂
城

天
守
閣
特
別
展
示
」
で
エ
ラ
ス
ム
ス
立
像
が
公

開
さ
れ
、 

来
日
し
た
オ
ラ
ン
ダ
国
王
も
観
覧
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
共
に
研
究
し
て
い
る
森
良

和
・
元
玉
川
大
学
教
授
編
著
の
「
エ
ラ
ス
ム
ス

像
の
謎
」
が
刊
行
さ
れ
、
道
山
さ
ん
も
寄
稿
し

て
い
ま
す
。
そ
し
て
12
月
、
出
版
記
念
の
講
演

会
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
駒
澤
大
学
で
開
催
さ
れ

る
そ
う
で
す
。
今
年
は
道
山
さ
ん
に
と
っ
て
特

別
な
年
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。

　

「
こ
の
文
化
遺
産
と
し
て
の
エ
ラ
ス
ム
ス
像

を
、
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
を
は
じ
め
多
く

の
方
々
に
伝
え
、
後
世
へ
の
継
承
に
努
め
て
い

き
た
い
」
と
語
っ
て
い
ま
し
た
。
本
の
出
版
が

楽
し
み
で
す
ね
。　

（
市
民
記
者　

永
倉
文
子
）

道山　秀樹さん

・エラスムス像研究会代表

・佐野市スポーツ協会天明支部長

道

エラスムス像研究はライフワーク

市
長
室
か
ら
こ
ん
に
ち
は

　

今
年
も
残
す
と
こ
ろ
１
カ
月
、

年
末
の
慌
た
だ
し
い
時
期
を
迎
え

ま
し
た
。
今
年
を
振
り
返
り
ま
す

と
、
１
月
に
新
た
な
行
政
サ
ー
ビ

ス
拠
点
と
し
て
イ
オ
ン
モ
ー
ル
佐

野
新
都
市
内
に
佐
野
新
都
市
行
政

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
が
オ
ー
プ
ン

し
ま
し
た
。
土
日
祝
日
も
含
め
午

後
８
時
ま
で
開
設
し
て
い
る
た
め
、

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合
わ
せ
た
手

続
き
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　

３
月
に
は
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に

配
慮
し
た
佐
野
市
保
健
セ
ン
タ
ー

が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
。
さ

ら
に
翌
月
に
は
休
日
歯
科
診
療
所

も
併
設
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
拠
点

を
有
効
に
利
活
用
し
て
い
た
だ
く

こ
と
で
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
健
康

づ
く
り
を
さ
ら
に
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

防
災
面
で
は
、
市
内
の
90
集
落

が
孤
立
可
能
性
集
落
と
し
て
該
当

す
る
と
い
う
県
の
調
査
結
果
を
受

け
、
５
月
に
「
孤
立
集
落
支
援
に

係
る
実
動
訓
練
」
を
氷
室
地
区
で

実
施
し
ま
し
た
。
県
と
市
、
そ
し

て
防
災
関
係
機
関
の
協
力
に
よ
り

孤
立
集
落
対
策
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
災
害
時
の
避
難
所
環
境

改
善
の
一
環
と
し
て
「
ト
イ
レ
ト

レ
ー
ラ
ー
」
の
導
入
を
進
め
る
た
め
、

８
月
よ
り
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン

グ
な
ど
で
皆
さ
ま
か
ら
の
ご
支
援
を

お
願
い
し
ま
し
た
。
多
く
の
皆
さ
ま

に
ご
賛
同
い
た
だ
き
目
標
額
を
達
成

す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
に
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
来
年
３
月
に

は
「
道
の
駅
ど
ま
ん
な
か
た
ぬ
ま
」

に
平
時
か
ら
利
用
で
き
る
ト
イ
レ
と

し
て
設
置
し
、
非
常
時
に
備
え
て
運

用
を
開
始
す
る
こ
と
で
、
発
災
時
の

対
応
体
制
を
強
化
い
た
し
ま
す
。

　

そ
し
て
、
11
月
か
ら
県
内
初
の
取

組
み
と
し
て
、
デ
ジ
タ
ル
地
域
通
貨

「
さ
の
ま
る
ペ
イ
」
の
運
用
を
開
始

し
ま
し
た
。
現
在
、プ
レ
ミ
ア
ム
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
て
お
り
、
ア
プ

リ
利
用
の
場
合
で
は
チ
ャ
ー
ジ
額
の

40
％
分
の
ポ
イ
ン
ト
を
付
与
す
る
デ

ジ
タ
ル
商
品
券
事
業
を
行
う
こ
と

で
、
地
域
経
済
の
好
循
環
を
促
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
年
も
イ
ベ
ン
ト
や
会
議
な
ど

で
、
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ま
と
お
話

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
師
走
を
迎
え
、

寒
さ
が
厳
し
く
な
り
ま
す
が
、
体
調

に
は
十
分
お
気
を
付
け
て
お
過
ご
し

く
だ
さ
い
。

！

佐野市長

金子　裕

よ
う
こ
そ
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ス カイランタン ®の打ち上げ
 夜空に願いを込めて

　たぬまふるさと祭りは雨天により残念ながら中止となりましたが、

心待ちにしていたスカイランタン ® 打ち上げのみ１１月３日 （月・祝） に国

際クリケット場で開催されました。

　会場には多くの人が集まり、 ランタンを手に胸を弾ませ会場全体

が温かな雰囲気に包まれていました。 願いを込めて灯したランタンが

次々と夜空へ舞い上がると、 辺り一面が温かな光に包まれ、 静かな

空にゆっくりと浮かぶ無数の灯りは、 願いが星となって広がっていく

ような幻想的な瞬間でした。

　家族や友人とともにランタンを放つひとときは、 それぞれの心も優

しく温かめる特別な時間となりました。　　　　　　（市民記者　堀越奈央）

ど まんなかフェスタ佐野２０２５
２万人が特産品と伝統芸能を楽しむ！

　11月２日 ㈰ 、 KONOIKE グリーンフィールドにてどまん

なかフェスタ佐野２０２５が開催されました。

当日は、 商 ・ 工 ・ 農林業などの団体を中心に多くの出店が

あり、 グルメや物産販売、 自衛隊車両などの展示や武道 ・

踊りのステージなど、 さまざまな内容で会場は賑わってい

ました。

　また、 同じ会場で第２８回国際交流フェスティバルも同時

開催され、 ファンガレイ市中学生派遣事業に参加した生徒に

よる発表や国際色豊かなブースの出展などもありました。

　今年も、 「さのあかり〜光と巡る日本庭園と参道〜」 が

開催されました。

　１１月８日 ㈯ ・ ９日 ㈰ 、 １４日 ㈮ 〜１６日 ㈰ は人間国

宝田村耕一美術館が、 １１月２２日 ㈯ 〜２４日 （月・祝） 、 ２９

日 ㈯ ・ ３０日 ㈰ は唐沢山城跡 ・ 唐澤山神社が夜間、 ライ

トアップされました。

　人間国宝田村耕一美術館では、 明かりによって、 枯
かれさんすい

山水

の模様がより強調され、 日本庭園の美しさを実感すること

ができました。 また、 和傘と赤く色づいた紅葉、 そしてラ

イトアップが重なり合うことでとても幻想的な雰囲気に包ま

れました。

　　　　　　　

　　　　sanoteens （文、 写真＝りの）

さ のあかり～光と巡る日本庭園と参道～
sanoteens が取材！
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